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侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠

市
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お

け
る
モ
ビ
リ
テ
ィ･

建
物

な
ど
へ
の
水
素
利
活
用
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
䆞
水
素

利
活
用
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
の
実
現
性
調
査
を
行

う
䆜北
海
道
電
力
は
䆞火
力

発
電
所
で
の
水
素
利
活
用

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
䆜
日

鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は

水
素
製
造
設
備
の
検
討
䆞

水
素
製
造
量
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
䆜井
本
商
運
は
䆞北

海
道
外
と
の
水
素
輸
送
方

法
の
検
討(
内
航
船
輸

送)

䆜京
セ
ラ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
䆞

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
水
素
利
活
用
の
検
討
䆜

エ
ア･

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
䆞北

海
道
域
内
の
水
素
輸
送
方

法
の
検
討
を
行
う
䆜

し
た
水
素
製
造
と
利
活
用

に
関
す
る
調
査
䆜
大
規
模

洋
上
風
力
発
電
所
䆞
大
規

模
蓄
電
池
䆞
水
電
解
装
置

の
一
体
的
な
運
用
に
よ
る

効
率
的
な
水
素
製
造
と
䆞

石
狩
市･

札
幌
市
な
ど
地

元
地
域
で
の
水
素
利
活
用

な
ら
び
に
北
海
道
内･

道

外
と
の
水
素
輸
送
に
つ
い

て
䆞
技
術･

経
済･

制
度
な

ど
の
課
題
を
抽
出
し
䆞
余

剰
電
力
か
ら
の
水
素
製

造
䆞
地
産
地
消
の
実
装
を

推
進
す
る
䆜
Ｇ
Ｐ
Ｉ
は
調

査
全
体
の
ま
と
め
䆞
水
素

製
造
に
用
い
る
余
剰
電
力

量
の
推
計
䆞石
狩
市･

札
幌

洋
上
風
力
発
電
の
余

剰
電
力
で
水
素
製
造

エ
ア･

ウ
ォ
ー
タ
ー

な
ど
６
社

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
は

７
月
28
日
、
グ
リ
ー
ン
パ

ワ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）
、
北
海
道
電

力
な
ど
５
社
と
共
同
で
、

石
狩
市
、
札
幌
市
、
石
狩

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
推

進
会
議
の
協
力
の
下
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
）
が
公
募
し
た
２
０
２

１
年
度
「
水
素
社
会
構
築

技
術
開
発
事
業
／
地
域
水

素
利
活
用
技
術
開
発
／
水

素
製
造
・
利
活
用
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
調
査
」
に
応
募

し
、
委
託
事
業
の
採
択
を

受
け
た
と
発
表
し
た
。
事

業
実
施
期
間
は
21
年
８
月

～
23
年
２
月
。

同
事
業
は
䆞
Ｇ
Ｐ
Ｉ
が

石
狩
湾
新
港
で
建
設
中
の

洋
上
風
力
発
電
所
か
ら
発

生
す
る
余
剰
電
力
を
利
用

る
こ
と
が
で
き
る
。
希
望

小
売
価
格
は
２
万
７
０
０

０
円
（
税
、
工
事
費
別)

䆜

が
多
い
業
務
用
施
設
の
管

理
室
で
も
、
配
線
を
気
に

せ
ず
ス
ッ
キ
リ
と
設
置
す

め
、
施
設
管
理
者
が
自
ら

故
障
の
状
況
説
明
や
修
理

手
配
を
行
う
必
要
が
な
く

な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
業
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
衛
生
管
理
に
注
力
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
業
務

負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
。

同
ユ
ニ
ッ
ト
の
採
用
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
落

と
さ
ず
に
運
営
工
数
削
減

を
図
る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
化
を

推
進
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

な
お
同
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

遠
隔
監
視
の
通
信
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

に
関
し
て
、
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

に
加
え
、
業
界
で
初
め
て

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
接
続
に
も
対

応
し
た
。
ま
た
給
湯
器
リ

モ
コ
ン
と
遠
隔
監
視
ユ
ニ

ッ
ト
を
一
体
化
し
た
た

め
、
他
の
機
器
リ
モ
コ
ン

契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
エ

ラ
ー
情
報
を
確
認
し
た
サ

ー
ビ
ス
マ
ン
か
ら
施
設
の

管
理
者
へ
故
障
を
連
絡
し

て
訪
問
・
修
理
を
行
う
た

を
検
知
し
、
ノ
ー
リ
ツ
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
に
エ

ラ
ー
情
報
を
自
動
送
信
す

る
遠
隔
監
視
機
能
を
搭
載

し
て
い
る
。
同
社
と
保
守

ノ
ー
リ
ツ
（
神
戸
市
、

腹
巻
知
社
長
）
は
、
業
務

用
ガ
ス
給
湯
器
リ
モ
コ
ン

と
遠
隔
監
視
ユ
ニ
ッ
ト
が

一
体
と
な
っ
た
「
Ｒ
Ｃ
－

９
０
０
８
Ｍ
－
Ｎ
Ａ
Ｕ
－

３
」
を
９
月
１
日
に
発
売

す
る
。
介
護
老
人
保
健
施

設
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

な
ど
の
非
住
宅
施
設
が
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
落
と
さ

ず
、
運
営
工
数
削
減
を
図

る
た
め
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
化
に
貢
献
す

る
。遠

隔
監
視
ユ
ニ
ッ
ト

は
、
給
湯
器
の
故
障
発
生

実
施
す
る
な
ど
、
安
心
・

安
全
に
も
配
慮
し
て
い

る
。

の
う
ち
に
製
品
化
、
発
送

ま
で
一
貫
し
て
行
う
。
放

射
性
物
質
検
査
を
月
１
回

同
時
期
に
５
つ
の
賞
を
受

賞
す
る
の
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

サ
ー
バ
ー
業
界
で
は
初
と

い
う
。

「
う
る
の
ん
」
は
、
富

士
が
育
ん
だ
自
然
の
恵
み

を
そ
の
ま
ま
届
け
る
宅
配

水
サ
ー
ビ
ス
。
「
富
士
の

天
然
水

さ
ら
り
」
は
、

富
士
山
の
麓
、
静
岡
県
富

士
宮
市
で
く
み
上
げ
て
い

る
。
さ
ら
り
と
し
た
飲
み

口
で
硬
度

も
低
い
た

め
、
子
ど

も
か
ら
お

年
寄
り
ま

で
幅
広
く

愛
飲
さ
れ

て
い
る
と

い
う
。
自

社
工
場
で

徹
底
し
た

品
質
体
制

で
作
ら
れ

て
お
り
、

く
み
上
げ

た
そ
の
日

ォ
ー
タ
ー
部
門
で
金
賞
、

商
品
の
安
全
性
・
品
質
が

評
価
さ
れ
る
21
年
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

Ａ
ｗ
ａ

ｒ
ｄ
ｓ
で
は
銀
賞
に
輝
い

た
。
さ
ら
に
20
年
12
月
に

は
日
本
初
の
食
品
・
食
材

評
価
制
度
の
あ
る
「
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
で
金
賞
を
受
賞

し
た
。
同
社
に
よ
る
と
、

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
静
岡

市
、
小
栗
勝
男
社
長
）
は

７
月
14
日
、
宅
配
水
サ
ー

ビ
ス
「
お
い
し
い
水
の
贈

り
も
の

う
る
の
ん
」
で

提
供
す
る
「
富
士
の
天
然

水

さ
ら
り
」
が
５
つ
の

国
際
的
な
コ
ン
テ
ス
ト
で

受
賞
し
た
と
発
表
し
た
。

食
品
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ

ド
と
も
呼
ば
れ
る
Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ

Ｔ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

Ｉ
ｎ
ｓ

ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
（
国
際
味

覚
審
査
機
構
）
で
２
０
２

１
年
最
高
金
賞
の
優
秀
味

覚
賞
（
三
ツ
星
）
、
国
際

評
価
機
関
で
あ
る
モ
ン
ド

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
金
賞
を

受
賞
し
、
共
に
７
年
連
続

の
受
賞
。

水
に
特
化
し
た
品
評
会

の
Ｂ
ｅ
ｒ
ｋ
ｅ
ｌ
ｅ
ｙ

Ｓ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

Ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ

ｌ

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｔ
ａ

ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
で
は
21
年
度

ボ
ト
ル
入
り
ミ
ネ
ラ
ル
ウ

㎝
×
奥
行
52
㎝
×
高
さ
52

㎝
、
約
30
㎏
。
発
電
量
は

70
Ｗ
。
駆
動
時
間
は
、
実

地
走
行
テ
ス
ト
時
点
で
ボ

ン
ベ
２
本
搭
載
時
約
６
時

間
、
ボ
ン
ベ
４
本
搭
載
時

約
12
時
間
、
ボ
ン
ベ
８
本

搭
載
時
約
24
時
間
を
達

成
。
９
月
に
予
定
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
改
良
時
に

は
、
２
本
搭
載
時
20
時

間
、
４
本
搭
載
時
40
時

間
、
８
本
搭
載
時
80
時
間

を
見
込
む
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
バ
ッ

テ
リ
ー
を
搭
載
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
の
場
合
、
駆
動
時
間

は
お
よ
そ
８
時
間
。
同
じ

時
間
駆
動
さ
せ
る
場
合
、

必
要
な
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

の
質
量
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
バ
ッ
テ
リ
ー
の
２
分
の

１
で
済
む
。
軽
量
で
あ
る

利
点
を
生
か
し
て
本
数
を

増
や
し
、
駆
動
時
間
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
研
究
開
発
は
、
２

０
１
９
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構
）
が

公
募
し
た
「
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
先

導
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
新

産
業
創
出
新
技
術
先
導
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
募

し
、
「
自
律
ロ
ボ
ッ
ト
の

た
め
の
革
新
的
熱
電
発
電

シ
ス
テ
ム
」
が
テ
ー
マ
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。
ロ
ボ

ッ
ト
用
の
電
源
と
し
て
、

燃
焼
器
・
熱
交
換
器
一
体

型
の
高
出
力
の
小
型
熱
電

発
電
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

進
め
て
き
た
。

た
と
発
表
し
た
。

熱
電
発
電
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
自
律
ロ
ボ
ッ
ト
を

駆
動
す
る
技
術
は
日
本

初
。
同
シ
ス
テ
ム
の
発
電

量
は
、
可
搬
型
と
し
て
は

日
本
最
高
レ
ベ
ル
の
70
Ｗ

を
達
成
。
26
日
に
福
島
県

双
葉
郡
大
熊
町
で
実
地
走

行
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
。

自
律
ロ
ボ
ッ
ト
は
位
置

情
報
セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ

を
搭
載
し
、
あ
ら
か
じ
め

プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
ル
ー

ト
に
沿
っ
て
無
人
で
走
行

す
る
。
用
途
と
し
て
は
、

狭
小
空
間
や
危
険
地
区
な

ど
人
が
入
れ
な
い
場
所
の

探
索
を
想
定
。
線
量
計
に

よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
周
囲
の
放

射
線
量
の
計
測
を
行
う
。

一
酸
化
炭
素
や
窒
素
酸
化

物
の
排
出
量
ゼ
ロ
、
静
音

で
の
探
索
活
動
が
可
能
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
特
長

だ
。自

律
ロ
ボ
ッ
ト
の
本
体

サ
イ
ズ
・
重
量
は
、
幅
45

ダ
イ
ニ
チ
工
業
（
新
潟

市
、
吉
井
久
夫
社
長
）
は

７
月
26
日
、
東
京
大
学
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
、

Ｋ
Ｅ
Ｌ
Ｋ
と
共
同
し
て
研

究
開
発
を
進
め
て
い
た
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
燃
料
と

し
た
高
効
率
な
「
熱
電
発

電
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
自

律
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
開
発
し

商
会
な
ど
が
販
売
代
理
店

と
な
っ
て
い
る
。
販
売
代

理
店
は
さ
ら
に
増
や
す
予

定
。
内
田
社
長
は
「
水
害

が
起
き
や
す
い
場
所
な
ど

地
域
の
事
情
に
精
通
し
た

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
販
売
店
や
電
気

工
事
会
社
も
頼
り
に
な

る
。
販
売
代
理
店
と
し
て

の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
前
向
き

に
検
討
し
た
い
」
と
話

す
。
特
に
災
害
に
備
え
た

燃
料
供
給
体
制
の
確
立
に

つ
い
て
設
置
先
の
地
元
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
販
売
店
と
の
関
係

強
化
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
新
機
種
と
し
て

定
格
出
力
を
50
ｋ
VA
に
ア

ッ
プ
さ
せ
た
「
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｐ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

50
ｋ
VA
」
を

今
秋
投
入
す
る
。
燃
料
は

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
ま
た
は
都
市
ガ

ス
の
選
択
が
可
能
と
な
る

予
定
。
複
数
台
を
つ
な
げ

る
並
列
運
転
も
可
能
で
、

中
規
模
以
上
の
病
院
や
製

造
工
場
、
流
通
施
設
な
ど

大
型
施
設
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
想
定
し
て
い
る
。

３
ｋ
VA
タ
イ
プ
は
現

在
、
関
電
工
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
供

給
し
て
い
る
ほ
か
、
大
塚

軽
量
の
特
長
も
Ｐ
Ｒ
し
た

い
考
え
。
容
器
を
除
く
筐

体
の
サ
イ
ズ
は
横
幅
61
㎝

×
奥
行
き
45
㎝
×
高
さ
１

１
０
㎝
で
、
重
量
は
２
４

０
㎏
と
小
型
軽
量
。
震
災

で
は
浸
水
に
よ
り
発
電
機

を
使
用
で
き
な
い
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
た
も

の
だ
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
で
水
害
リ
ス
ク
が
判

明
し
て
い
る
施
設
・
事
業

所
か
ら
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
対
策
と
し

て
引
き
合
い
が
強
い
と
い

う
。

開
発
の
出
発
点
と
な
っ

た
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
の
経
験
を
踏
ま

え
、
同
社
で
は
重
油
な
ど

と
比
べ
て
燃
料
が
劣
化
せ

ず
、
供
給
途
絶
リ
ス
ク
が

低
い
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特
性
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
屋
上

や
ベ
ラ
ン
ダ
に
も
設
置
し

や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
か
つ

の
。
点
火
プ
ラ
グ
を
４
本

実
装
し
、
確
実
な
着
火
と

低
燃
費
に
よ
る
長
時
間
運

転
、
高
耐
久
性
を
実
現
し

て
い
る
。
30
㎏
容
器
２
本

で
72
時
間
（
３
日
間
）
の

連
続
運
転
が
可
能
だ
。

３
ｋ
VA
の
定
格
出
力

は
、
照
明
や
テ
レ
ビ
、
携

帯
電
話
の
充
電
な
ど
に
電

力
を
同
時
供
給
可
能
。
介

護
施
設
な
ら
吸
た
ん
器
や

酸
素
吸
入
器
な
ど
を
同
時

に
３
～
５
台
稼
働
で
き
る

と
い
う
。
低
騒
音
な
の
で

夜
間
の
運
転
に
も
適
し
て

い
る
。
停
電
を
感
知
す
る

と
自
動
で
起
動
す
る
の
で

扱
い
や
す
い
。
病
院
や
介

護
施
設
な
ど
を
中
心
に
こ

れ
ま
で
50
カ
所
に
74
台
設

置
し
た
実
績
を
持
つ
。

レ
イ
パ
ワ
ー
（
東
京
都

千
代
田
区
、
内
田
洋
輔
社

長
）
で
は
、
〝
災
害
に
強

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
〟
と
し
て

の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
特
性
を
最

大
限
に
生
か
せ
る
高
性
能

エ
ン
ジ
ン
を
備
え
た
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
非
常
用
発
電
機
の
開

発
・
販
売
を
強
化
し
て
い

る
。
今
年
秋
に
投
入
予
定

の
新
機
種
と
合
わ
せ
、
５

年
後
に
は
年
間
３
万
台
の

販
売
を
目
指
す
。

現
在
取
り
扱
う
「
Ｒ
Ａ

Ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

３
ｋ

VA
」
は
２
０
１
９
年
10
月

に
発
売
し
た
も
の
で
、
提

携
す
る
Ｙ
Ｇ
Ｋ
通
商
製
の

エ
ン
ジ
ン
は
ル
・
マ
ン
24

時
間
耐
久
レ
ー
ス
に
参
戦

経
験
を
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
開
発
に
携
わ
っ
た
も

置
の
連
動
不
要
戸
数
を
除
く
連
動
率

は
68
・
１
％
と
前
年
度
の
68
・
２
％

か
ら
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
沖
縄
が
94

・
69
％
で
最
も
連
動
率
が
高
い
。
以

下
山
口
88
・
27
％
、
佐
賀
85
・
59

％
、
青
森
83
・
11
％
、
岐
阜
82
・
56

％
と
続
く
。
そ
の
ほ
か
大
分
、
北
海

道
、
岩
手
、
山
形
の
４

道
県
が
80
％
を
超
え

る
。バ

ル
ク
20
年
検
査

は
、
告
示
検
査
対
応
数

が
２
２
２
３
基
（
前
年

度
１
２
４
９
基
）
、
廃

棄
後
バ
ル
ク
入
れ
替
え

８
１
９
０
基
（
同
７
２

０
９
基
）
、
廃
棄
後
シ

リ
ン
ダ
ー
入
れ
替
え
５

８
１
３
基
（
前
４
４
８

７
基
）
と
、
告
示
検
査

対
応
数
が
１
０
０
０
基

近
く
の
増
加
。
３
年
度

中
に
期
限
満
了
を
迎
え

る
の
は
７
０
３
２
基

（
同
６
４
５
１
基
）

で
、
前
倒
し
対
応
予
定

を
加
え
る
と
１
万
４
８
７
７
基
（
同

１
万
３
３
４
２
基
）
に
な
る
。
期
限

満
了
数
と
前
倒
し
対
応
予
定
数
の
合

計
は
、
都
道
府
県
別
で
長
野
県
が
２

０
５
１
基
と
突
出
し
て
多
い
。
以
下

静
岡
１
０
４
９
基
、
北
海
道
８
７
２

基
、
千
葉
７
６
８
基
、
神
奈
川
７
６

１
基
と
続
く
状
況
だ
。

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
（
秋
元
耕
一

郎
会
長
）
は
７
月
19
日
、
令
和
２
年

度
「
燃
焼
器
具
交
換
・
安
全
機
器
普

及
状
況
等
調
査
報
告
書
」
を
ま
と
め

た
。
調
査
は
１
万
９
０
３
７
事
業
所

か
ら
報
告
書
を
回
収
（
回
収
率
䟅
・

８
％
）
し
、
前
年
度
か
ら
加
わ
っ
た

集
中
監
視
シ
ス
テ
ム
設
置
率
と
業
務

用
施
設
Ｓ
Ｂ
（
Ｅ
Ｂ
）
メ

ー
タ
連
動
率
の
調
査
が
２

年
目
に
入
り
、
経
年
比
較

が
可
能
に
な
っ
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
集

中
監
視
シ
ス
テ
ム
の
設
置

率
は
23
・
８
％
（
設
置
戸

数
４
６
６
万
６
８
８
９

戸
）
で
、
昨
年
度
の
19
・

０
％
（
３
７
３
万
９
４
２

７
戸
）
よ
り
４
・
８
ポ
イ

ン
ト
増
だ
っ
た
。
都
道
府

県
別
で
最
も
設
置
率
が
高

い
の
は
鳥
取
の
46
・
46

％
。
以
下
京
都
45
・
97

％
、
長
野
44
・
67
％
、
新

潟
44
・
11
％
、
兵
庫
42
・

76
％
と
続
く
。

業
務
用
施
設
Ｓ
Ｂ
（
Ｅ

Ｂ
）
メ
ー
タ
設
置
戸
数
は
37
万
９
０

４
３
戸
（
前
年
度
37
万
９
５
７
６

戸
）
。
こ
の
う
ち
全
Ｌ
協
と
各
都
道

府
県
が
進
め
る
「
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
安
心
サ

ポ
ー
ト
推
進
運
動
」
で
も
、
重
点
取

組
事
項
と
な
っ
て
い
る
ガ
ス
警
報
器

連
動
遮
断
戸
数
は
21
万
７
１
０
１
戸

（
同
21
万
７
３
２
３
戸
）
。
屋
外
設

熱
電
発
電
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
自
律
ロ
ボ
ッ
ト

富士山の麓でくみ上げる｢富士の天然水さらり｣

レイパワー

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
非
常
用
発
電
機
の
販
売
を
強
化

５
年
後
に
年
間
３
万
台
を
目
指
す

ノーリツ

業
務
用
遠
隔
監
視
一
体
リ
モ
コ
ン
９
月
発
売

業
界
初
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
対
応

ＴＯＫＡＩ

５
つ
の
国
際
的
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞

｢

富
士
の
天
然
水
さ
ら
り｣

自律ロボットを東大などと共同開発
ダイニチ工業

カセットボンベ高効率発電で駆動

「
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

３
ｋ
VA
」
本
体

安全機器の普及状況など調査
全国ＬＰガス協会

集中監視システムは23.8％

リモコンに遠隔監視ユニットを一体化
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